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背景
•非機能要件はシステムが満たすべき品質のセット 

•非機能要件の認識ミスはシステムの品質に影響を与え
る 
- 非機能要件は見落とされることがしばしば 
- 明確に定義されていない 

•開発の早い段階で非機能要件を認識する必要がある
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先行研究
•非機能要件分類手法 
- ドキュメントの記述文を該当する非機能要件に分類 
- 機械学習や特徴語によって分類
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セキュリティ

性能性

学習データを用意する必要がありコストがかかる 
新しいデータに対して対応できない



本研究の目的・アプローチ
•目的 
- 要件定義書の非機能要件に関する記述を分類する教師な
し学習手法を構築すること 

•アプローチ 
- 要件定義書からキーワードを抽出 
- キーワードの類似度に基づきクラスタリング 
- 作成したクラスタに対してラベル付け
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分類手法構築の流れ
1. 前処理 
- ストップワード除去，ステミング 

2. 要件定義書からキーワードを抽出 
3. キーワードの類似度を計算 
4. 類似度の高いキーワードをクラスタリング 
5. クラスタに非機能要件のカテゴリをラベル付け
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キーワードの類似度の算出
•Normalized Google Distance（NGD）[1]を用いて
類似度を算出 
- NGD：同じドキュメント内で共起するキーワードは類似
度が高いという考え方
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[1]R. Cilibrasi and P. Vitanyi, “The google similarity distance,” IEEE Transactions on Knowledge and 
Data Engineering, vol. 19, no. 3, pp. 370‒383, 2007. 

:キーワード　 を含むドキュメントの数，または検索ヒット件数
:キーワード　 を含むドキュメントの数，または検索ヒット件数



NGDの算出例
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で正規化した値



キーワードのクラスタリング
•凝集型階層クラスタリング(AHC)を採用 
•クラスタ間の距離に関しては以下の3つから最も良い
手法を採用 
- 最短距離法（SL） 
- 最長距離法（CL） 
- 群平均法（SL）

8



作成したクラスタにラベルの割当
•クラスタの単語と非機能要件ラベルの単語のNGOを計
算し，最も確率の高いラベルをクラスタに割当
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対象プロジェクト
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実験結果

•全てのプロジェクトでRecall70%以上 
• Precisionは0.6～0.78

11



まとめ・所感
•まとめ 
- 非機能要件を分類する教師なし学習手法を構築した 
- 約73%の精度で正しく分類可能 

•所感 
- 教師なし手法は初！ 
- 対象のシステムが少ない印象 
- 先行研究との比較がなかったのが残念
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